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パナマ運河 過去100年で最悪の干ばつ

はじめまして！
10月に入社いたしました今藤綾菜と申します。
現在は東京支店で営業として従事しております。

愛知県出身で、前職では工作機械メーカーで
約2年半アフターサービスの仕事をしておりました。
人生のすべてを東海3県で過ごしてきた為、
東京に来て右も左もわからず仕事も私生活も毎日が一瞬で過ぎております。

趣味は料理・ランニングでインドア・アウトドアどちらも楽しみます。
最近はオーブンを購入したのでパン作りに奮闘しております！
また、11月には名古屋で10キロのマラソンに出場し、
現在は30歳までにフルマラソンを完走することが目標です。
学生時代はバレーボール部に所属しておりましたが
スポーツ全般好きなので
皆様の学生時代の部活動や現在されている
スポーツのお話などぜひお聞かせください！

物流業界・営業は全くの未経験ではございますが、
少しでも早く皆様のお力になれるよう精進いたします。
どうぞよろしくお願いいたします。

日本からアメリカの東海岸（NEW YORK、NORFOLK、CHARLESTON、SAVANNAHなど）への
海上輸送はアメリカ大陸の中央に位置するパナマ運河を通る航路が一般的になっております。

パナマ運河はパナマ共和国のパナマ地峡を開削して造られた大西洋と太平洋を結ぶ、
3つの水門と3つの人工湖を繋いだ全長80kmの運河となっており
年間約13,000隻の船舶が通航し、世界の海運にはなくてはならない運河となっています。
また、去年1年間にパナマ運河を通航した日本発着の貨物はアメリカ、中国に次いで多いということです。

現在、このパナマ運河の渇水が深刻化しており、「過去100年で最悪の干ばつ」 と言われ
この影響で運河の中央部にある、船を通過させるための
水を供給しているガトゥン湖の貯水量が大きく低下していることから、

パナマ運河庁は、今夏には一日あたり36隻だった通航数を、
段階的に減らし来年2月には一日あたり18隻に制限するとの発表をしております。

すでに通航できる船舶の大きさをも制限する措置をとっており、世界的な物流への影響が懸念されています。

通航待ちやトランシップ港での重量制限によるロールオーバーなどのリスクが伴うため

ジャパントラストでは安全策(回避策)としてエジプトのスエズ運河経由のサービスや
西海岸経由の鉄道輸送のサービスもご用意しております。
詳細は担当営業までお問い合わせください。

11/30時点で日本の多くの荷主様がご利用いただいているEC1、EC2サービスも
パナマ運河経由からスエズ運河経由に変更になる予定とのことで、
今後同じような航路変更が増えてくる可能性もございます。

NEWセールスのご紹介


